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◆
報
告
第
21
号

第
６
回
新
市
建
設
計
画
策
定
小
委
員
会
に
つ
い
て

豊
口
委
員
長
が
小
委
員
会
で
の
審
議
の
状
況
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

７
月
26
日
に
開
催
し
た
小
委
員
会
で
「
第
９
章

財
政
計
画
」、

「
第
10
章

新
市
建
設
計
画
の
推
進
に
向
け
て
」
が
加
わ
り
、
よ

う
や
く
新
市
で
実
施
し
て
い
く
べ
き
建
設
計
画
の
全
容
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

小
委
員
会
の
意
見
交
換
で
は
、
第
９
章
の
財
政
計
画
に
つ
い
て

は
「
さ
ら
に
住
民
に
分
か
り
や
す
い
も
の
に
し
て
い
く
」、
第
10
章

中
の
�
地
域
経
営
�
と
い
う
課
題
に
対
し
て
は
「
地
域
経
営
に
参

画
す
る
人
材
を
い
か
に
育
て
る
か
」、「
真
剣
に
地
域
の
こ
と
を
考
え

て
い
る
け
れ
ど
も�
表
に
出
て
こ
な
い
多
く
の
住
民
の
声�

を
い

か
に
引
き
出
し
、
生
き
た
声
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
て

い
く
か
」
等
数
多
く
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
、
自
分
た
ち
が

将
来
住
む
ま
ち
を
住
民
の
力
で
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
の
計
画
を
策

定
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
さ
ら
に
県
と
の
協
議
を
経
て
、

８
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
に
か
け
て
最
終
的
な
ま
と
め
を
行
う
予

定
で
す
。

◆
議
案
第
38
号

議
会
の
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

定
数
特
例
を
適
用
す
る
期
間
は
、
長
岡
市
議
会
の
議
員
の
残

任
期
間
と
す
る
。

◎

６
市
町
村
議
会
合
併
連
絡
会
座
長
（
小
熊
長
岡
市
議
会
議
長
）

が
会
議
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

当
初
、
山
古
志
村
議
会
で
は
、
長
岡
市
議
会
議
員
の
残
任
期
間

と
次
の
４
年
間
の
合
計
約
６
年
間
の
特
例
期
間
を
主
張
し
て
お
り
、

そ
の
他
の
議
会
で
は
、
新
市
の
早
期
の
一
体
化
や
活
性
化
の
た
め

に
は
、
特
例
は
で
き
る
だ
け
短
く
す
べ
き
で
約
２
年
間
の
特
例
が

妥
当
と
い
う
意
見
で
し
た
。

そ
の
後
の
議
論
の
中
で
、
山
古
志
村
議
会
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で

の
連
絡
会
で
の
議
論
を
大
切
に
一
つ
の
方
向
で
ま
と
ま
っ
て
い
き

た
い
と
い
う
考
え
が
示
さ
れ
、
連
絡
会
と
し
て
「
定
数
特
例
の
議

員
任
期
を
長
岡
市
議
会
議
員
の
残
任
期
間
で
あ
る
約
２
年
間
と
す

る
」
と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

今
回
の
結
論
は
、
６
市
町
村
の
各
議
員
全
員
が
、
何
と
し
て
も

こ
の
合
併
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
い
う
思
い
か
ら
で
た
結
論
で
あ
る

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

◆
議
案
第
39
号

特
別
職
の
身
分
の
取
扱
い
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

中
之
島
町
、
越
路
町
、
三
島
町
、
山
古
志
村
及
び
小
国
町
の

町
村
長
、
助
役
、
収
入
役
及
び
教
育
長
は
、
合
併
の
日
の
前
日

を
も
っ
て
失
職
す
る
も
の
と
す
る
。

◆
補
足「

地
域
審
議
会
」
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
協
議
項
目
と
し
て

い
ま
し
た
が
、「
長
岡
方
式
の
地
域
自
治
」
の
中
で
、「
地
域
委
員

会
」
を
設
置
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
種
の

組
織
で
あ
る
「
地
域
審
議
会
」
に
つ
い
て
は
協
議
項
目
か
ら
削

除
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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報告事項
報告第21号：第６回新市建設計画策定小委員会に

ついて

協議事項
議案第38号：議会の議員の定数及び任期の取扱い

について

議案第39号：特別職の身分の取扱いについて

�
�

�
�

７
月
29
日
に
、
長
岡
市
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡
に
お
い
て
、
第

８
回
長
岡
地
域
合
併
協
議
会（
以
下
「
協
議
会
」
と
い
う
）を
開
催
し
ま
し
た
。

協
議
事
項
で
は
、
議
員
の
特
例
の
取
扱
い
で
「
定
数
特
例
（
40
人
）
を
適

用
す
る
期
間
」
に
つ
い
て
協
議
し
、
長
岡
市
議
会
議
員
の
任
期
（
平
成
19
年

４
月
30
日
）
ま
で
の
約
２
年
間
と
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
職
の
身
分
の
取
扱
い
に
つ
い
て
も
決
定
し
、
今
回
で
新
市
建

設
計
画
を
除
く
全
て
の
協
議
項
目
が
決
定
し
ま
し
た
。
次
回
の
協
議
会
で
、

新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て
の
協
議
を
行
う
予
定
で
す
。

平成16年（2004年）８月５日(1)



■
合
併
の
方
式

長
岡
市
へ
の
「
編
入
合
併
」
で
す
。

■
合
併
の
期
日

「
平
成
17
年
４
月
１
日
」
で
す
。

■
新
市
の
名
称

「
長
岡
市
」
で
す
。

■
新
市
の
事
務
所
の
位
置

「
現
長
岡
市
役
所
」
の
位
置
と
な
り
ま
す
。

■
議
会
の
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い

定
数
特
例
を
適
用
し
ま
す
。
適
用
す
る
期
間
は
、
長
岡
市
議

会
議
員
の
任
期
（
平
成
19
年
４
月
30
日
）
ま
で
で
す
。

■
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い

１

５
町
村
の
農
業
委
員
会
は
、
長
岡
市
の
農
業
委
員
会
に
統

合
し
ま
す
。

２

長
岡
市
の
委
員
の
残
任
期
間
（
平
成
17
年
７
月
19
日
）
ま

で
は
、
選
挙
委
員
68
人
、
選
任
委
員
８
人
の
計
76
人
。

３

平
成
17
年
７
月
20
日
以
降
は
、
選
挙
委
員
40
人
、
選
任
委

員
10
人
以
内
の
合
計
50
人
以
内
。

■
地
方
税
の
取
扱
い

長
岡
市
の
制
度
に
統
一
し
ま
す
。

特
例
措
置
及
び
そ
の
他
の
調
整
は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

■
一
般
職
の
職
員
の
身
分
の
取
扱
い

編
入
さ
れ
る
町
村
の
一
般
職
の
職
員
は
、
長
岡
市
の
職
員
と

し
て
引
き
継
ぎ
ま
す
。

■
財
産
の
取
扱
い

す
べ
て
長
岡
市
が
引
き
継
ぎ
ま
す
。

■
特
別
職
の
身
分
の
取
扱
い

編
入
さ
れ
る
町
村
の
特
別
職
（
町
村
長
、
助
役
、
収
入
役
、

教
育
長
）
は
、
合
併
の
日
の
前
日
を
も
っ
て
失
職
し
ま
す
。

■
組
織
機
構
及
び
支
所
の
取
扱
い

１

現
在
の
長
岡
市
役
所
を
本
庁
と
し
、
町
村
役
場
を
支
所
と

し
ま
す
。

２

新
市
の
組
織
機
構
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
き
た
さ

な
い
こ
と
や
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
て
、
地
域
振
興
に
対

応
で
き
る
こ
と
な
ど
を
基
本
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

■
条
例
・
規
則
等
の
取
扱
い

原
則
と
し
て
、
条
例
、
規
則
等
は
、
長
岡
市
の
条
例
、
規
則

等
を
適
用
し
ま
す
。

■
一
部
事
務
組
合
の
取
扱
い

一
部
事
務
組
合
ご
と
に
調
整
方
針
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
各
調
整
方
針
に
沿
っ
て
、
一
部
事
務
組
合
や
そ
れ
ら

の
構
成
市
町
村
と
、
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
使
用
料
・
手
数
料
等
の
取
扱
い

１

施
設
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
現
行
ど
お
り
と

し
ま
す
。

２

行
政
財
産
使
用
料
及
び
占
用
料
に
つ
い
て
は
、
長
岡
市
の

制
度
に
統
一
し
ま
す
。

３

手
数
料
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
合
併
時
に
統
一
し
ま

す
。

■
公
共
的
団
体
等
の
取
扱
い

新
市
の
一
体
性
の
速
や
か
な
確
立
に
資
す
る
た
め
、
各
団
体

の
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
意
向
・
実
情
等
を
十
分
に
尊
重
し
な
が

ら
、
法
の
趣
旨
等
に
沿
っ
て
統
合
す
る
な
ど
調
整
に
努
め
ま
す
。

■
町
名
・
字
名
の
取
扱
い

１

長
岡
市
は
、
現
行
ど
お
り
で
す
。

２

中
之
島
町
は
、「
大
字
」
の
表
記
を
削
除
し
ま
す
。

例◯

長
岡
市
大
口

長
岡
市
中
之
島

※
重
複
町
名
の
調
整
に
よ
る
も
の

長
岡
市
中
之
島
高
畑

長
岡
市
中
之
島
中
条

長
岡
市
中
之
島
西
野

長
岡
市
中
之
島
宮
内

３

越
路
町
は
、「
大
字
」
の
表
記
を
削
除
し
ま
す
。

例◯

長
岡
市
来
迎
寺

長
岡
市
塚
野
山

※
重
複
町
名
の
調
整
に
よ
る
も
の

長
岡
市
越
路
中
沢

長
岡
市
越
路
中
島

４

三
島
町
は
、「
大
字
」
の
表
記
を
削
除
し
ま
す
。

例◯

長
岡
市
鳥
越

長
岡
市
脇
野
町

※
重
複
町
名
の
調
整
に
よ
る
も
の

長
岡
市
三
島
新
保

長
岡
市
三
島
中
条

長
岡
市
三
島
上
条

５

山
古
志
村
は
、「
大
字
」
の
表
記
を
削
除
し
、「
古
志
」
を
つ

け
ま
す
。

例◯

長
岡
市
古
志
種
苧
原

長
岡
市
古
志
虫
亀

６

小
国
町
は
、「
大
字
」
の
表
記
を
削
除
し
、「
小
国
町
」
を
つ

け
ま
す
。

例◯

長
岡
市
小
国
町
法
坂

長
岡
市
小
国
町
楢
沢

■
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
・
交
付
金
の
取
扱
い

各
種
団
体
へ
の
補
助
金
・
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事
業

目
的
、
効
果
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
、
公
共
的
必
要
性
、
有
効

性
、
公
平
性
及
び
地
域
特
性
の
観
点
か
ら
、
基
準
を
統
一
す
る

な
ど
調
整
を
図
り
ま
す
。

■
慣
行
の
取
扱
い

１

市
章
及
び
市
旗

長
岡
市
の
制
度
に
統
一
し
ま
す
。

２

市
民
憲
章
及
び
宣
言

長
岡
市
の
制
度
に
統
一
し
ま
す
。
た
だ
し
現
行
の
各

町
の
憲
章
及
び
宣
言
は
、
地
域
の
憲
章
及
び
宣
言
と
し

て
継
承
し
、
新
市
の
市
民
憲
章
に
つ
い
て
は
、
合
併
後

に
検
討
し
ま
す
。

３

市
の
花
お
よ
び
木

長
岡
市
の
制
度
に
統
一
し
ま
す
。
た
だ
し
現
行
の
各

町
村
の
花
及
び
木
は
、
地
域
の
花
及
び
木
と
し
て
継
承

し
て
い
き
ま
す
。

４

市
の
歌当

面
は
、
長
岡
市
の
制
度
を
引
き
継
ぎ
、
合
併
後
に

検
討
し
ま
す
。

５

名
誉
市
民

長
岡
市
の
制
度
に
統
一
し
ま
す
。
た
だ
し
現
行
の
名

誉
町
民
は
引
き
継
ぎ
ま
す
。

■
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い

４
４
１
項
目
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
調
整
済
み
で
す
。

（
３
、
４
頁
で
住
民
生
活
に
関
わ
り
の
深
い
17
項
目
を
紹
介
）

■
地
域
自
治
の
取
扱
い
（
長
岡
方
式
の
地
域
自
治
）

支
所
と
地
域
委
員
会
（
市
の
附
属
機
関
と
し
て
設
置
）
で
構
成

し
ま
す
。

支
所
（
現
在
の
町
村
役
場
）
で
は
、
通
常
業
務
の
ほ
か
、
地
域

固
有
業
務
を
担
い
ま
す
。

地
域
委
員
会
で
は
、
建
設
計
画
の
変
更
等
の
協
議
の
ほ
か
、
ま

ち
づ
く
り
や
地
域
固
有
業
務
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
補
助
金
（
仮
称
）」
や
「
ふ
る
さ
と

創
生
基
金
（
仮
称
）」
を
創
設
し
、
基
金
の
使
途
は
地
域
委
員
会
で

検
討
し
ま
す
。

協
議
会
で
は
、
地
域
自
治
の
骨
格
と
な
る
部
分
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。
細
部
の
調
整
は
今
後
６
市
町
村
長
に
よ
る
「
地
域
自

治
研
究
会
」
で
決
定
し
て
行
き
ま
す
。

■
新
市
建
設
計
画

新
市
建
設
計
画
策
定
小
委
員
会
で
審
議
中
で
す
。

��������	
��

長
岡
地
域
合
併
協
議
会
の
第
１
回
か
ら
第

８
回
ま
で
に
決
定
し
た
「
協
議
項
目
」
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

� �

区 分 平成12年国勢調査人口 定 数
長 岡 市 １９３,４１４ ３３
中之島町 １２,８０４ ２
越 路 町 １４,２７１ ２
三 島 町 ７,６１８ １
山古志村 ２,２２２ １
小 国 町 ７,３８９ １
合 計 ２３７,７１８ ４０

編入される町村の区域
に選挙区を設けるものと
し、各選挙区における議
会の議員の定数は次のと
おりとなります。

中之島選挙区 ２人
越路選挙区 ２人
三島選挙区 １人
山古志選挙区 １人
小国選挙区 １人

※ 定数の算出方法 （単位 人）

旧町村ごとの定数＝
長岡市の定数×（編入される町村の人口／長岡市の人口）
端数は四捨五入し、１未満は１となります。

１ 法人市町村民税の法人税割
＜現行＞ 長岡市、越路町、三島町 ⇒14.7％

中之島町、山古志村、小国町 ⇒12.3％
税率を14.7％に統一しますが、中之島町、山古志村及び
小国町は平成19年度までは現行どおりとします。

２ 固定資産税の納期
現在、市町村により異なっている納期を地方税法で定めて
いる４月、７月、12月、２月とします。
第１期 ４月 16日 ～ 30日
第２期 ７月 16日 ～ 31日
第３期 12月 16日 ～ 25日
第４期 ２月 16日 ～ 末日

３ 中之島町の都市計画税
市街化区域内の土地・家屋の課税について、次のとおり
段階的に税率を調整します。
17年度 0.03％
18年度 0.06％
19年度 0.09％

20年度 0.12％
21年度 0.16％
22年度 0.20％（統一）

平成16年（2004年）８月５日 (2)
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協
議
の
結
果

各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
事
業
数
が

多
い
た
め
６
回
に
分
け
て
協
議
を
行
い
、
合
計
４
４
１

項
目
の
調
整
方
針
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

�

お
も
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
方
針

特
に
住
民
生
活
に
関
わ
り
の
深
い
17
項
目
の
調
整
方

針
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
日
常
生
活

①

ご
み
の
分
別
収
集
・
・
・
合
併
後
に
統
一

長
岡
市
の
制
度
に
統
一
す
る
。
た
だ
し
、
平
成
19
年
度
ま
で
は

現
行
ど
お
り
と
す
る
。

各
市
町
村
で
は
、
ご
み
処
理
基
本
計
画
に
基
づ
く
ご
み
の
分

別
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
分
別
種
類
や
収
集
回
数
な
ど
が

異
な
っ
て
い
る
た
め
、
分
別
収
集
方
法
が
最
も
充
実
し
て
い
る

長
岡
市
の
制
度
に
統
一
し
ま
す
。

長
岡
市
の
制
度
に
統
一
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ご
み
の
分
別
が

全
体
と
し
て
向
上
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
ご
み
の
減
量
化
や
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
つ
な
が
り
ま
す
。

②

雪
対
策

〈
道
路
除
雪
の
出
動
基
準
等
〉・
・
・
現
行
ど
お
り

「
積
雪
10
㎝
以
上
」
を
一
律
の
除
雪
出
動
基
準
と
し
、
全
市
早

朝
除
雪
を
基
本
と
す
る
。
な
お
、
日
中
・
深
夜
除
雪
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
実
施
す
る
。
ま
た
、
除
雪
路
線
に
つ
い
て

も
、
現
行
ど
お
り
と
す
る
。

日
中
・
深
夜
除
雪
の
実
施
や
出
動
頻
度
に
つ
い
て
は
、
降
雪

量
な
ど
地
域
の
気
象
状
況
に
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
取
組
み
が
効
果
的
で
あ
り
、
現
行
ど
お
り
と
し
ま

す
。

〈
消
雪
パ
イ
プ
に
係
る
施
策
〉

・
・
・
当
分
の
間
現
行
ど
お
り

消
雪
パ
イ
プ
の
施
策

は
、
各
市
町
村
の
取
組

み
に
歴
史
的
経
緯
が
あ

り
、
設
置
や
維
持
管
理
、

電
気
料
等
に
お
い
て
行

政
と
地
元
の
負
担
関
係

に
著
し
い
相
違
が
あ
る

た
め
、
当
分
の
間
現
行

ど
お
り
と
す
る
。

な
お
、
受
益
者
負
担

の
あ
り
方
や
、
消
雪
パ

イ
プ
の
設
置
が
不
可
能

な
地
域
と
の
サ
ー
ビ
ス

バ
ラ
ン
ス
、
地
盤
沈
下

等
に
つ
い
て
検
討
し
、

極
端
な
サ
ー
ビ
ス
低
下

や
財
政
負
担
の
著
し
い

増
加
を
招
か
な
い
方
向

で
、
期
間
を
か
け
て
調

整
す
る
。

③

生
活
路
線
バ
ス
・
・
・
現
行
ど
お
り

現
行
ど
お
り
と
す
る
。

高
齢
者
や
学
生
等
の
交
通
手
段
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
地

域
の
実
情
に
あ
っ
た
効
率
的
な
輸
送
体
系
を
整
理
、
再
編
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
合
併
後
に
新
市
で
の
生
活
交

通
確
保
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

④

下
水
道
使
用
料
（
農
業
集
落
排
水
事
業
を
含
む
）

・
・
・
合
併
後
に
統
一

新
基
準
を
創
設
し
統
一
す
る
。
た
だ
し
、
合
併
後
、
３
年
か
ら

５
年
を
目
途
に
統
一
す
る
。

各
市
町
村
で
料
金
体
系
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
基
準

を
創
設
し
ま
す
。

⑤

水
道
料
金
・
・
・
合
併
後
に
統
一

新
基
準
を
創
設
し
統
一
す
る
。
た
だ
し
、
合
併
後
、
３
年
か
ら

５
年
を
目
途
に
統
一
す
る
。

各
市
町
村
で
料
金
体
系
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
基
準

を
創
設
し
ま
す
。
た
だ
し
、
中
之
島
町
及
び
三
島
町
は
給
水
区

域
が
異
な
り
料
金
が
統
一
で
き
な
い
た
め
、
別
途
検
討
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

⑥

ガ
ス
料
金
・
・
・
現
行
ど
お
り

現
行
ど
お
り
と
す
る
。

越
路
町
の
み
が
市
町
村
単
独
経
営
で
ガ
ス
事
業
を
行
っ
て
い

る
た
め
、
現
行
ど
お
り
と
な
り
ま
す
。
中
之
島
町
及
び
三
島
町

は
供
給
区
域
が
異
な
り
料
金
が
統
一
で
き
な
い
た
め
、
別
途
検

討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
教

育

⑦

遠
距
離
通
学
児
童
・
生
徒
の
通
学
費
助
成

・
・
・
当
分
の
間
現
行
ど
お
り

当
分
の
間
現
行
ど
お
り
と
し
、
期
間
を
か
け
て
調
整
す
る
。
た

だ
し
、
合
併
後
、
５
か
年
度
程
度
は
現
行
ど
お
り
と
す
る
。

各
市
町
村
で
制
度
内
容
に
差
異
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
過
去
の

経
緯
等
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
す
ぐ
に
統
一
が
で
き
な
い
た
め
、

当
分
の
間
現
行
ど
お
り
と
し
て
、
時
間
を
か
け
て
調
整
し
ま
す
。

平成16年４月１日の状況
長 岡 市 三 島 町

通学タクシー運行委託、通
学費補助、児童の冬期通学
費補助

児童のバス定期券補助

中之島町 山古志村

生徒の通学費補助、児童の
バス定期券支給
（ほかにスクールバス運行
あり）

生徒のバス定期券支給
（ほかにスクールバス運行
あり）

越 路 町 小 国 町

通学費補助、バス定期券支
給
（ほかにスクールバス運行
あり）

生徒のバス定期券支給、児
童の通学バス運行委託
（ほかにスクールバス運行
あり）

平成16年４月１日の状況
長 岡 市 三 島 町

・長岡駅－長生橋－ハイブ長岡
－長岡大橋－長岡駅
・田宮病院－長岡ニュータウン
・時計台公園－越後丘陵公園
・関原三叉路－雪国植物園
他３路線

・長岡駅－蓮花寺
・長岡駅－逆谷－蓮花寺

中之島町 山古志村

・上見附車庫－中通－末宝 ・山古志村役場－東竹沢
－山古志村役場
・広瀬駅角－中野
・太田入口－種苧原

越 路 町 小 国 町

・越路町役場－越路西小学校
－長谷川邸
・越路中学校－越路町役場－岩野
・越路中学校－越路町役場
－越路小学校－篠花

・小国町役場－小国町立診療所
－おぐに森林公園－上小国小学校
－大貝
・小国町役場－小国町立診療所
－八王子
・小国町役場－小国町立診療所
－法末

平成16年４月１日の状況
長 岡 市

家庭系ごみの収集
種 別

可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみ、
資源物６品目（びん、缶、ペッ
トボトル、新聞、雑誌・チラシ、
段ボール）

平成16年10月から
の変更点

資源物２品目（プラスチック容
器包装材、枝葉・草）を追加し、
粗大ごみは、コール収集※に変
更

事業系ごみの収集
種 別

可燃ごみ、不燃ごみ

※コール収集…電話等で申込みを受けて、玄関先ま
で伺う戸別収集。大きくて重い粗大ごみを、ごみ
ステーションに持ち運ぶ必要がなくなります。

平成16年４月１日の状況

長 岡 市 中之島町 越 路 町 三 島 町 山古志村 小 国 町

市町村
整備

建設費用負担 市 町 町 町 － 町

電気料金負担 地元 町 町 町（一部地元） － 町

地元
整備

建設費用負担
井戸 地元 地元※ 地元※ － － －

配管 地元※ 地元※ 町 － － －

電気料金負担 地元 地元 地元※ － － －

・市町村と地元の費用負担を表わしています。
・※は、市町村から地元に補助があるものです。

平成16年（2004年）８月５日(3)
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⑧

就
学
援
助
・
奨
励
費
補
助
事
業・

・
・
合
併
時
に
統
一

長
岡
市
の
制
度
に
統
一
す
る
。

サ
ー
ビ
ス
水
準
の
観
点
か
ら
、
合
併
時
に
長
岡
市
の
制
度
（
通

学
費
も
支
給
）
に
統
一
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

長
岡
市
以
外
の
５
町
村
で
は
、
援
助
す
る
経
費
に
、
従
来
の

学
用
品
費
、
通
学
用
品
費
な
ど
国
の
基
準
に
よ
る
も
の
の
ほ
か

に
、
新
た
に
通
学
費
が
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
準
要
保
護
世
帯
の
認
定
基
準
を
「
世
帯
の
総
所
得
が

生
活
保
護
基
準
の
１
．
３
倍
以
内
」
に
統
一
し
ま
す
。

■
福
祉
・
保
健

⑨

乳
幼
児
の
医
療
費
助
成
・
・
・
合
併
時
に
統
一

越
路
町
、
山
古
志
村
、
小
国
町
の
制
度
に
統
一
す
る
。

な
お
、
入
院
時
食
事
療
養
費
の
助
成
は
、
市
町
村
民
税
非
課
税

世
帯
と
す
る
。
経
過
措
置
と
し
て
、
制
度
統
一
に
よ
り
入
院
時
食

事
療
養
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
人
に
は
、
平
成
17
年
８

月
末
日
ま
で
の
間
、
統
一
す
る
助
成
内
容
で
助
成
を
行
う
。

通
院
・
入
院
と
も
６
歳
児
（
就
学
前
）
ま
で
助
成
を
行
い
ま

す
。

��

保
育
料
（
認
可
保
育
所
保
育
料
）

・
・
・
合
併
後
に
統
一

平
均
保
育
料
の
水
準
に
統
一
す
る
。
た
だ
し
、
合
併
後
、
２
か

年
度
に
お
い
て
段
階
的
に
調
整
す
る
。

な
お
、
所
得
階
層
区
分
は
平
成
17
年
度
か
ら
統
一
す
る
。

市
町
村
の
保
育
料
に
格
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
急
激
な
変
化

が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
経
過
措
置
を
設
け
ま
す
。

��

福
祉
タ
ク
シ
ー
・
・
・
合
併
時
に
統
一

長
岡
市
の
制
度
に
統
一
す
る
。

６
市
町
村
の
最
高
水
準
で
あ
る
長
岡
市
の
制
度
に
合
わ
せ
、

対
象
者
（
在
宅
心
身
障
害
者
の
う
ち
該
当
者
）
に
５
０
０
円
券

を
年
間
30
枚
交
付
し
ま
す
。（
病
院
に
定
期
的
に
通
院
し
、
自
動

車
税
の
免
除
を
受
け
て
い
な
い
場
合
は
90
枚
を
上
限
と
し
ま
す
。）

��

国
民
健
康
保
険
料
（
税
）・
・
・
合
併
後
に
統
一

賦
課
方
式
は
長
岡
市
の
制
度
に
統
一
し
、
２
年
間
不
均
一
賦
課

を
行
っ
た
後
、
平
成
19
年
度
か
ら
ほ
ぼ
平
均
的
（
加
重
平
均
）
保

険
料
額
の
水
準
に
統
一
す
る
。

市
町
村
に
よ
り
、「
料
」
ま
た
は
「
税
」
の
賦
課
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
社
会
保
険
料
と
し
て
の
意
味
か
ら
「
料
」
に
統
一
し

ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
の
賦
課
割
合
及
び
料
率
は
、
統
一
す
べ

き
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
格
差
が
大
き
い
た
め
急
激
な
保
険

料
額
の
変
更
を
避
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
経
過
措
置
を

設
け
ま
す
。

��

介
護
保
険
料
・
・
・
合
併
後
に
統
一

新
た
な
介
護
保
険
料
額
を
定
め
、
平
成
18
年
度
か
ら
統
一
す
る
。

平
成
17
年
度
は
、
各
市
町
村
の
定
め
た
介
護
保
険
料
額
と
し

ま
す
が
、
負
担
の
公
平
性
な
ど
の
観
点
か
ら
平
成
18
年
度
か
ら

統
一
し
ま
す
。

��

診
療
所
・
・
・
現
行
ど
お
り

現
行
ど
お
り
と
す
る
。
な
お
、
使
用
料
・
手
数
料
は
、
小
国
町

の
制
度
を
基
に
新
基
準
を
創
設
し
統
一
す
る
。

山
古
志
村
・
・
・
山
古
志
村
立
診
療
所
・
歯
科
診
療
所

小
国
町
・
・
・
・
小
国
町
立
診
療
所
・
歯
科
診
療
所

■
産
業
振
興

��

中
小
企
業
振
興
資
金
（
普
通
貸
付
）

・
・
・
合
併
時
に
統
一

長
岡
市
の
制
度
に
統
一
す
る
。

中
小
企
業
者
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
の
融
資
制
度
で
あ

り
、
長
期
で
低
利
な
運
転
資
金
及
び
設
備
資
金
の
借
入
れ
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

�	
土
地
改
良
事
業
補
助
金
（
市
町
村
単
独
）

・
・
・
合
併
時
に
統
一

長
岡
市
の
制
度
を
基
に
中
山
間
地
域
等
の
地
域
特
性
を
考
慮
し

た
新
制
度
を
創
設
し
統
一
す
る
。

市
町
村
間
で
採
択
基
準
、
補
助
率
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
中

山
間
地
域
、
過
疎
地
域
な
ど
の
地
域
特
性
を
考
慮
し
た
新
制
度

を
創
設
し
ま
す
。

■
そ
の
他

�


消
防
団
・
・
・
合
併
後
に
統
一

消
防
団
の
組
織
は
、
現
行
の
ま
ま
６
個
消
防
団
と
す
る
が
、
意

志
統
一
、
融
合
が
は
か
ら
れ
た
段
階
で
順
次
統
合
す
る
。

消
防
団
員
の
報
酬
年
額
及
び
出
動
費
用
弁
償
額
は
、
長
岡
市
消

防
団
に
統
一
す
る
。
た
だ
し
、
経
過
措
置
を
設
け
、
段
階
的
に
調

整
し
て
統
一
す
る
も
の
と
す
る
。

消
防
団
員
へ
の
支
給

品
及
び
貸
与
品
等
は
、

消
防
庁
の
基
準
等
に
統

一
す
る
が
、
当
分
の
間

は
現
行
の
ま
ま
と
し
、

計
画
的
に
作
業
服
等
の

更
新
を
図
る
。

平成16年４月１日の状況

長 岡 市

国の基準に
よる支給

学用品費、通学用品費、
修学旅行費、学校給食費
など

長岡市単独
の支給 通学費

平成16年４月１日の状況

長 岡 市

貸 付 対 象 市内で事業所または事務所を１年以上営業
している中小企業者

資 金 使 途 運転資金、設備資金

融資限度額 2,000万円

融 資 利 率 年2.4％（信用保証付は年1.9％）

返 済 期 間 運転資金６年以内（据置１年以内）
設備資金７年以内（据置１年以内）
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長岡市幸町２-１-１ 長岡市役所内
電 話 ３９-２２６０・３９-２２２７（直通）
ＦＡＸ ３９-２２５４
ホームページアドレス ����：��������	�
���	�����

Ｅメールアドレス ������＠��	�����	�����
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����

開催日が決定次第、ホームページなどでお知らせいたし
ます。
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平成16年（2004年）８月５日 (4)


